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1． 志望理由
私は以下の2つの理由から、貴社でコンサルタントとして活躍したいと考えます。
①なぜコンサルタントか
戦略フェーズから顧客に寄り添い、課題解決策を立案したいからです。
新卒の際は「様々な業種・企業が抱える課題を解決したい。」という思いで、電通に入社しました。7年間、放送局を活用したPR施策の提案・実行を遂行してきました。7年目の時に、大手小売業に対してPR戦略立案・施策実行まで一気通貫で携わらせて頂き、売上拡大へ寄与する経験を得ました。この経験をきっかけに、顧客のオーダーを確実に実行する仕事だけでは満足せず、戦略立案から課題解決に携わっていきたいと考えるようになりました。
②なぜ貴社か
コンサルタントとして、デジタル、システム開発運用等の専門家の方々と、部門間連携を行い、顧客の課題に対して最適な提案を行うことが出来るファームだと考えるからです。
貴社のストラテジー＆コンサルティング部門は、デジタル技術を駆使してアイデアを形にし、顧客の戦略から変革実現まで一気通貫で支援できる経験を積めると考えております。現職で、私は現職で、AI開発会社と連携し、プログラミング言語のPythonを活用することで、世界選手権のCMの売上に貢献した経験があります。この経験をきっかけに、顧客の期待以上の解決策の提示から実行まで既存のビジネスモデルにデジタルを用いることで、顧客への気づきを提供できる喜び、顧客満足度を最大化する喜びを知りました。

2．貢献できること
私は以下の2点で、貴社に貢献できると考えます。
①複数の利害関係者と交渉し、実行に移す能力
現職では、7年間、放送局を活用した広告提案を行っていました。顧客需要に即したPR企画の立案・実行を行うためには、放送局社内の部門間対立の解消が課題でした。部門のキーマンにヒアリングを行い、各部署が納得できる着地点を見つけるまで、個別に話合うという作業を行いました。貴社へ入社後も、顧客の経営層だけではなく、管理層、作業層の階層まで一貫して受け入れられるようなアプローチを考え、実行していきます。
②投資戦略立案、エグゼキューション等の経験による投資を軸とした課題解決能力
現職では、社内のM&Aアドバイザーとして3つの投資案件のプロジェクトリーダーを務め、各事業部の投資を軸とした課題解決の立案と、事業投資の実行を経験しました。具体的には戦略立案、出資の際のバリュエーション、協業計画立案・評価、DD等を踏まえた諸リスクへの手当のためのドキュメンテーション等を遂行しています。M＆Aを用いた戦略提案の分野でも貴社へ貢献できると自負しております。
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